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松本たけし

１

「ずっと住みたい町」をめざして
ここで一緒に暮らそう！

■近鉄石見駅前を賑わいの場に
駐輪、駐車スペースを改善することで電車利用客増
朝市、イベントなどで電車利用以外の集客も利用
暮らしを守る小さな拠点としてゆく

■京奈和道三宅インターを交通の要所に
縦横ななめ、近隣市町村へのアクセス性を向上させる

■食とエネルギーの自給圏確立
町内で採れた農産物が町内で販売されている
ため池にはソーラーパネルが並び町内の電力をつくる
ちょっとしたお金の流れが町内をまわる

■住民の想いを行政へ届けるための議会改革
身近な困りごとを議会を使って行政へ送るしくみづくり

松本たけしの取組み

昭和37年11月12日、三河で３人兄弟の末っ子として生まれる。
三宅小学校、式下中学校を経て、奈良県立畝傍高校に進学。

昭和60年大阪大学工学部卒業、日本電気株式会社入社。
主に、マイクロプロセッサの設計開発に従事。

平成23年5月、生まれ育った三宅町に戻る。
平成28年8月より三宅町議会議員。
三宅町議会 議会運営委員会 委員⾧

総務建設委員会 副委員⾧
三河自治会 会⾧
みやけまちづくりの会 会計、朝市部会員

松本たけしプロフィール

２年８ヶ月の振り返りとこれから

４

議会で最も重要なことは予算審議。それから決算認定です。これら
委員会で、日頃の住民のみなさんの声を行政に伝え、「こうあれ」と
いう指摘を行なってきました。生活道路の計画的な改修、タクシー券
の利便性向上、駅前開発、学童の事、防災の事、各種イベントの事、
などなどです。しかしながら、それらが必ずしも実際の行政に反映さ
れたというわけではありません。

議会の基本は、『住民の声をきく』『よく話し合って結論をまとめる』『議会とし
て行動する』にあります。全部出来てはじめて、住民の声が暮らしに反映されると
思っています。そういった議会活動が出来るように議会も変わってゆかねばなりま
せん。

行政のほうでも、予算説明会を行うなど見える化が進行中です。行政のことがよ
く見えて、言いたい事が言えて、それが反映されてゆく、そういった三宅町を
作り、次の世代に残してゆけるようにがんばります。

上の件も含めて、議会でこれから取り組みたいと思うことは、次の３点です。
①決算認定で、行政評価を行なうこと。

今の決算報告は、「〇〇の事業は、予算額□□のところ、決算額△△となりまし

③近隣市町村議会との連携。
小さな町、三宅町ですから、何に
つけても、県や近隣市町村との連
携が重要です。広域での取り組み
においても、行政だけにまかせず
議会もみずから動いてゆくことが
大切だと思っています。

H28.８議員活動開始
H28.12～H29.2 議員有志で「学童研究会」を立ち上げ。

町⾧に提言を行なう。
H29.3 一般質問

「まちづくりのビジョンと工業ゾーンについて」
「工業ゾーンの目的、その先に何があるのか?」

＜H28年度中「住民自治」「防災」「財政」の研修に参加＞

H29.7（議会改革）常任委員会の中で当期予算関連の質問を
実施してゆくことを申し入れ

H29.9 一般質問「予算編成の見える化（ニセコ町の紹介）」
予算は編成過程から住民参加できるようにすることを提案

H29.12 一般質問「予算編成方針、財政の抜本的な対策」
H30.3 一般質問「過疎対策、原因調査、近隣と比較を」
H30.3（議会改革）常任委員会の定員数を変更し全員参加
＜H29年度中「財政」「ベーシックインカム」の研修に参加＞

H30.6 一般質問「石見駅開発、工事完了後の投資の必要性」
H30.9 一般質問「施設等総合管理計画」いつ見直すか
H30.12 一般質問「財政の形と施設管理の検討状況」
H30.12～H31.2 複合施設関連の特別委員会を立ち上げ、

委員会決議として提言を行なう。
H31.3 一般質問「防災計画改訂の状況と内容について」
＜H30年度中「議会力」「議会改革」の研修に参加＞

活動年表

②委員会や協議会などへの住民参加。
「議会サポーター制度」というの
を設けて、住民のみなさんととも
に議会で政策をやる取り組みが各
地で行われています。

た。」がほとんどで、〇〇の事業
の目的は××で、それが達成され
たかどうか、いかに工夫して予算
額より少ない費用で、大きな成果
をあげられたか、といった評価に
は至らないのが実感です。

先の選挙で議会に送っていただいて２年8ヶ月。
新米議員として、住民のみなさまの声を聞き、実際に行政と接する場

を持つことで、また、住民自治、防災、財政、議会改革などの研修に参
加することで、いろいろな事を学ばせていただきました。本当にありが
とうございました。

任期の節目にあたり、これまでのわが身を振り返り、これからの活動
に反映させてゆく所存です。今後とも、よろしくお願いいたします。

小学生のころ



「複合施設」については、設計予算は、２月に「複合施設だよりVol3」に示されたも
のとほぼ同等で、その先を含めた事業総額は7億円強というものです。
議会では、複合施設に関しては、１２月より特別委員会を設置し、調査、討議を繰り
返してきました。
住民のみなさんからもさまざまな声を聞かせていただき、討論をおこなってきました
が、最終的には、施設への提言を添えて、「建設に賛成」と意思決定を行ないました。
「場所がよろしくない」「なぜ学童保育を入れるのか」などの意見もあがりましたが、
これらも、「絶対に建設に反対や、検討しなおして先送りする」、といったほどの問
題ではなく、「公民館の建替えもあり有利な過疎債のあるうちに実施するのが良い」
「現行の場所、時期で、みんなで良いものにしてゆこう。」といった判断によるもの
です。
一方で、時期を急ぐあまり、「何のために建てるのかより、建てること自体が目的
化」していることを指摘、「運営、運用のイメージはこれから決めてゆく」が今後の
キーとなること。また、「学校の余裕教室利用を含めた公共施設の中⾧期的な活用、
整備方針」を明確にすることを提言としています。

複合施設

先日（3/22）定例の３月議会が終わりました。
３月議会のメインは次期予算案。 結果は、原案どおり可決ですが、
さまざまな質疑、討論が行われています。
予算は、総額３６億円で例年並、過疎債利用も２億円弱と前年と同等です。
内容的には、「複合施設」の設計等に９０００万ほど。３０年度は、

「複合施設」計画策定として７００万ほどでしたので、これからが本格的
なスタートと言えるでしょう。

◎議会報告

２

複合施設の計画自体については、
①学童保育施設としても利用するからには、安全安心は

もとより、小学校の余裕教室では到底実現できない環
境を提供する（たとえば、三宅に住む０～１８歳すべ
ての子がいつでも立ち寄れる場とする）こと

②現状の中央公民館機能の拡充をはかること
③町民ひとりひとりの居場所（コミュニティ機能）
の観点で現行計画イメージに対して具体的な提案を行
なっています。 (blogにも掲載しました）

場所については、学童を入れるからには範囲は限定されてきます。利用者の交通ア
クセスの点から、道路幅や駐車スペースの改善も今後必要になるかもしれません。
いずれにせよ、現行計画の位置に建つ中央機能の複合施設として、住民の声が反映
された施設となり、施設運営されることに、議会としても、私個人としても、積極
的にかかわってゆきたいと思っています。

３

過疎対策としては、「地方版総合戦略」の策定として２８０万ほどの予算がついて
います。この総合戦略策定の過程で、人口問題の現状把握、問題の抽出を行ない、そ
の内容に則した過疎対策を立てることになると思われます。

過疎対策

フードフェスタは駅前で

助成金を使って、ここ何年かイベント会社によるフード
フェスタ（年１回）が役場前で開かれていました。H31年度、
その助成金が切れたこともあり見直し。今度は、自前の低予
算で駅前朝市（2か月に１回ほど）による特産物PRを行なうと
いうものです。これがトリガとなり、駅前の活用が促される
ように、いっしょになってやってゆきたいと思っています。

個別の予算ではありませんが、全体を通して気になったことがあります。
「国から補助金が出る」→「補助金を取るためには、これこれこういった計画書
が必要」→「計画書を作るため、その仕事を外注（委託）する」→「補助金は取
れたものの真の目的が不明」→「不明なまま、補助金を使うために事業そのもの
を外注（委託）に出す」、という流れ。

職員さんは、日々の事でいっぱいで、地方創生とか、過疎対策とか、防災とか、
数年後をどうしてゆくかには手が回らない。こんなサイクルに陥っているように
思われます。 対策は。。。。

その他

私は、昨年３月と１２月の一般質問等で、「過疎対策に
ついては近隣町の状況を含めて原因をしっかり調査した
上で対策を講じる」必要性を論じ、主原因の解析なく単
発的な事業を打つのではなく、現段階では、近隣を含め
た調査活動に予算をつけるべきであることを主張しまし
たが、今回の予算がそのように活用されるよう見てゆき
たいと思っています。（「循環型経済」をつくる。編
者:藤山浩 のような活動となるように。→blog参照）

三宅町を「ずっと住みたいまち」にするため、「ゆっくりとつながる」住民が
主人公の三宅町を一緒につくりませんか?
お気軽に、お声がけください。（冒頭の連絡先まで）
みなさんのちょっとしたお声が活力の源となります。
Blogで、適時報告や情報発信を行なっています。
議会報告に加えて、三宅町のこと、社会一般のこと、語ります。
一度、覗いてみてください。（ http://miyake365.jp )

※みなさんの声をお聞かせください。


